
（参考様式）　資材確認票（記入例）

	作成年月日：　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御中

件名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

資材確認票

○○印刷株式会社

	
	印刷資材（注１）
	使用

有無
	リサイクル

適性ランク
	資材の種類
	製造元・銘柄名
	備考
	

	
	用紙

	本文
	○
	Ａ
	上質紙
	○○製紙／○○
	
	

	
	
	表紙
	○
	Ａ
	コート紙
	○○製紙／○○
	
	

	
	
	見返し
	○
	Ａ
	上質紙
	○○製紙／○○
	
	

	
	
	カバー
	－
	－
	
	
	
	

	
	
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	
	　
	　
	
	
	
	
	

	
	インキ類
　
　
　
	○
	Ａ
	平版インキ
	○○インキ／○○
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	加工
	製本加工
	○
	Ａ
	ＰＵＲ系ホットメルト
	○○化学／○○
	
	

	
	
	表面加工
	○
	Ａ
	ＯＰニス
	○○化学／○○
	
	

	
	
	その他加工
	－
	－
	
	
	
	

	
	その他
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	↓

使用資材
リサイクル適性
判別

（注２）
Ａランクの資材のみ使用
印刷用の紙にリサイクルできます
○
Ａ又はＢランクの資材のみ使用
板紙にリサイクルできます
Ｃ又はＤランクの資材を使用
リサイクルに適さない資材を使用しています



注１　資材確認票に記入する印刷資材は、『印刷物資材「古紙リサイクル適性ランクリスト」規格』に掲載の「古紙リサイクル適性ランクリスト」を参照すること。

　　（http://www.jfpi.or.jp/recycle/print_recycle/data.html）

注２　上記の記入例は、「リサイクル適性ランク」が全て「Ａ」のため、この場合は「Ａランクの資材のみ使用」に「○」を付すこと。このうち、Ｂランクの資材が一部でも使用されている場合は、「Ａ又はＢランクの資材のみ使用」に「○」を付すこと。ただし、Ｃ又はＤランクの材料が一部でも使用されている場合は「Ｃ又はＤランクの資材を使用」に「○」を付すこと。

注３　納入物とともに提出すること。
（参考様式）　オフセット印刷又はデジタル印刷の工程における環境配慮チェックリスト様式（例）

	作成年月日：　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御中

オフセット印刷又はデジタル印刷の工程における環境配慮チェックリスト

○○印刷株式会社

工程

実現
基準（要求内容）

製版

はい／いいえ

①次のA又はBのいずれかを満たしている。

Ａ　工程のデジタル化（DTP化）率が50%以上である。

Ｂ　製版フィルムを使用する工程において、廃液及び製版フィルムから銀の回収を行っている。

刷版

はい／いいえ

②印刷版（アルミ基材のもの）の再使用又はリサイクルを行っている。

印

刷

オフセット

はい／いいえ

③廃ウェス容器や洗浄剤容器に蓋をする等のVOCの発生抑制策を講じている。

はい／いいえ

④輪転印刷工程の熱風乾燥印刷の場合にあっては、VOC処理装置を設置し、適切に運転管理している。

はい／いいえ

⑤損紙等（印刷工程から発生する損紙、残紙）の製紙原料へのリサイクル率が80%以上である。

デジタル

はい／いいえ

⑥省電力機能の活用、未使用時の電源切断など、省エネルギー活動を行っている。

はい／いいえ

⑦損紙等（印刷工程から発生する損紙、残紙）の製紙原料等へのリサイクル率が80％以上である。

表面

加工

はい／いいえ

⑧アルコール類を濃度30%未満で使用している。

はい／いいえ

⑨損紙等（光沢加工工程から発生する損紙、残紙、残フィルム）の製紙原料等へのリサイクル率が80%以上である。

製本

加工

はい／いいえ

⑩窓、ドアの開放を禁止する等の騒音・振動の抑制策を講じている。

はい／いいえ

⑪損紙等（製本工程から発生する損紙）の製紙原料へのリサイクル率が70%以上である。




注１　内容に関する問合せに当たって必要となる項目や押印等の要否については、様式の変更等を行うことができる。

注２　納入物とともに提出すること。


